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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘやＭＴＥＸのＥＢＳＤ解析評価を行う場合、ＭＴＥＸ付属データを用いていた。 

   しかし、付属データに限りがあるため、ｅｕｌｅｒ角度手入力によるＥＢＳＤデータの作成を行いました。 

   作成するファイルはＡｎｇデータとし、ＭＴＥＸは触接読み込み，ＬａｂｏＴｅｘは、 

   ＥＢＳＤｔｏＬａｂｏＴｅｘソフトウエア経由で可能。 

 

ソフトウエア 

  

 

 

 

 

 



操作方法 

 アルミニウムのＥｕｌｅｒ角度（０，４５，０）、（４５，３０，４５），（４５，４５，６０）に 

    に方位があるＡｎｇデータを作成します。 

 

  

 からＡｌ．ｃｉｆを選択 

  

 

  

 アルミニウムのパラメータが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 



Ｅｕｌｅｒ角度入力 

  

 

 からＡｎｇデータ作成ホルダを選択 

 

  

  ホルダにＭａｔｅｒｉａｌｎａｍｅ＋．ａｎｇファイルを表示 

 

 



 でファイル作成と表示が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸに読み込み 

  

  

  

 

 

 



 

 

 

 

 


